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満二十歳になると、法律上でも責任ある一人前の成人として扱われます。 

この成人に達した若者を祝う儀式が「成人式」です。 

成人となったことを社会から公認されるわけですが、実は日本には古来から「元服（げんぷ 

く）」という、現在の成人式に当たる儀式がありました。 

元服とは、男子が成人となった証として、成人の装東を着て髪を結い、冠をかぶる儀式です。 

十二歳から十六歳ぐらいまでの間に行われ、このときに幼名を廃して鳥帽子（えぽし）をつけ 

るという内容だったそうです。 

福岡県では、今年、約7万4千人が成人の仲間入り。 

全国的に成人式は、該当者のマナーやモラルの低下など、式典その 

もののあり方が論議されていますが、どうか二十歳の皆さん、 

責任ある大人として、これからのご活躍を期待しています。 



新成人I 

あいさつした西崎さん 

たびだち 

q人の出発平成10年成人式 
1月15日の成人の日、平成10年成人式が総合開館で行われました。 

今年晴れて大人の仲間入りした若者は129人。式典には86人が集まりまし 

た。 

同じ町に住んでいても、仕事や学校などでー同に顔を合わす機会はほと 

んどわずかだとか。受付開始からあちらこちらで輪ができ、「この後は？」 

r2次会はどうする？」など同窓会そのものでした。 

式典で成人を代表してあいさつした西崎順一さん（七区）は、「今日から 

は一人の成人として自覚し、自分自身を鍛え磨くことにがんばります。わ 

たしたちの未来に期待してください」と決意を述べました。 

式典終了後には、鹿屋体育大学教授の田口信教さんの「成功への道」 と 

題した講演会があり、スポーツ選手の体のー部分の機能を分かりやすく説 

明。国際大会など経験豊富な体験をもとにした日本と外国との文化や生活 

環境のちがいを語りました。「日本人は常識や発想が変えられない文化圏 

です。皆さんはスポーツに限らずいろいろなことに挑戦し、どうぞ、いま 

までと違う日本人になってください」 とメッセージを贈りました。 
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岸田政和さん（十二区） 香月梨沙さん（八区） 

明後日はセンター試験なんです。 家庭科の教師をめざし、あと2年 

九大法学部を希望しています。早く 間は大学生活です。20歳といって 

春が来ればいいと思います。 も、なんとなくピンとこないですね。 

●プロフィーノレ 

田口信教（たぐちのぶたか） 

愛媛県東予市出身。現鹿屋体 

育大学教授。大学では水泳運動 

方法学、スポーツ経済学を研究。 

中学2年生より水泳を始め、メキ 

シコ・ミュンヘン・モントリオ 

ールオリンピックに連続出場。 

ミュンヘン大会では、lOOm平泳ぎで1分4秒94の世界新 

記録で優勝、20Cm平泳ぎでは銅メダル。 

昭和62年には国際水泳殿堂入リし、現在Joc強化コー 

チとしても活躍中。 
／ー 、 
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松村 就さん（和泉市） 
工学部の機械学科を専攻していま 

す。 

将来は技師として活躍したいです。 

森 史絵さん（ヒ区） 

今年短大を卒業ですが、言語療 

養士になりたいなあと思い、いま自 

分の夢をめざしてがんばってます。 

中学校恩師 篠原敬一先生 

新成人たちの中学時代の恩師を代表して、 

篠原先生は「自分自身の決めた道で、皆さん 

がんばってください。これからの時代は、物 

や金ではなく心が求められてきます。昨年他 

界したマザー・テレサは、世 

界中で飢えている国が2つある 

といいます。アフリ力諸国は 

物質面。そして精神面で飢え 

ているのは、わたしたち日本ンんプ 

大田弘子さん（三区） 

看護学校に通っています。2年後 

には看護婦として、パリパリやって 

いると思います。 

鶴田正和さん（三区） 

将来は高校の美術教師をめざし 

ています。いまは絵を描くこと、特に 

技術面を養うのにがんばっています。 

堀田マツミさん（二区） 

高卒から美容師をやっていますの 

で、わたしにとっての成人の自覚と 

いうのは、就職1年目でしたね。 

辰島美香さん（二区） 

測量会社に勤務しています。 

成人式を迎えて、何か複雑な気持ち 

ですね。 

人なのです。いまの生き方に 

少しブレーキをかけてみてく 

ださい。そして心を大切にし、 

心を磨く人間になってほしい 

と願います。」とメッセージを 

贈りました。 
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